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介護Techの評価手法の確立
介護Techの導入評価フレームワークの開発

【目標】

介護施設において介護Tech（介護ロボット・ICT等）が効果的に活用されるため、導入時の
適切な意思決定のための評価手法を確立し、持続可能な介護事業モデルの構築につなげる。

【方法】

介護施設における介護テクノロジーの効果的な導入・活用のあり方に関する調査研究、
および導入時の適切な意思決定のための評価方法に関する研究を行う。
最終的には、施設管理者・職員が活用しやすい、介護Tech導入評価フレームワークを

策定・展開することで、業界全体の課題解決を目指す。

介護Tech導入時に施設管理者・職員がどのような視点で検討するか、
また、配慮事項をまとめた導入評価フレームワークを策定する。
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